








































であるが，全 6 巻のうち巻 1 において舞台とされたのみである。『松浦宮物語』では，巻































































いとかひなかりける。 （巻 3・46113 頁）
釣殿は，本来，涼をとる目的で水辺に建てられた回廊式の建築であり，また「釣台」とも呼
ばれた。『三輔黄図』巻 5 には「未央宮有釣台，通霊台」とあり，『松浦宮物語』巻 3・43，














彼の渡唐時期は和銅 4 年（711）から神亀 4 年（727）の間と考えられる。この期間内，日本


















































































































































唐代中期の天宝 14 載（755）11 月，胡人安禄山は，宰相楊国忠との権力争いを直接の契
機として假旗を翻し，ついに「安史の乱」が勃発した。その年の 12 月，安禄山は洛陽をす




























































蜀山のはるかに，剣閣のさがしきをたのみて （巻 2・1948 頁）
剣閣のさがしきみちにむかぶべしや （巻 2・2356 頁）

























［ 1 ］　於国瑛『異彩紛呈的物語世界』（北京・知識産権出版社，2012 年）第 4 章第 3 節「幽玄妖艶的
力作―松浦宮物語」において『松浦宮物語』の物語の大要が詳細され，一部抄訳も試みられてい
る。
［ 2 ］　『無名草子』46 に「定家少将の作りたるとてあまたはべめるは，まして，ただ気色ばかりにて，
むげにまことなきものどもにはべるなるべし。『松浦の宮』とかやこそ，ひとへに『万葉集』の
風情にて，『うつほ』など見る心地して，愚かなる心も及ばぬさまにはべるめれ。」とある。久保
木哲夫校注『無名草子』（『新編日本古典文学全集 40』，東京・小学館，1999 年）257 頁を参照。
［ 3 ］　吉海直人「『松浦宮物語』研究文献目録」（http://www.asahi-net.or.jp/~tu3s-uehr/matura.htm，
2013 年 6 月）。
［ 4 ］　本稿で引用する『松浦宮物語』は，特に注記した場合を除き，一律，萩谷朴校注『松浦宮物
語』（東京・角川書店，1984 年）に拠った。
［ 5 ］　張哲俊『楊柳的形象―物質的交流与中日古代文学』（北京・人民文学出版社，2011 年）は，日
中古代文学と楊柳との関係に関する代表的研究であるが，「未央柳」と日中文学との関係につい
ての言及はみられない。
［ 6 ］　胡小麗・趙静「唐代婦女的眉式」（『考古与文物』，1995 年第 6 期）。
［ 7 ］　張中宇「長恨歌「以漢代唐」考略」（『天府新論』，2005 年第 2 期）。
［ 8 ］　池田利夫『浜松中納言物語総索引』（東京・武蔵野書院，1964 年）184 頁。






照。萩谷朴「松浦宮物語作者とその漢学的素養　上」（『国語と国文学』，1941 年第 8 号），「松浦












［16］　黄永年「長恨歌新解」（『文史集林』，1985 年第 4 期）。
［17］　陳寅恪『元白詩箋証稿』（北京・三聯書店，2001 年，1950 年初出）34-35 頁。
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